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「防犯まちづくりと団地再生」国際シンポジウムの開催について 

独立行政法人建築研究所では，重点的研究開発課題「住宅・市街地の日常的な安全・安

心性能向上のための技術開発」のなかで、住宅・都市の防犯に関する研究を行っておりま

す。 
その一環として、４月２５日（金）、すまい・るホール（水道橋）において「防犯まちづ

くりと団地再生」国際シンポジウム（主催：都市住宅学会防犯まちづくりシンポジウム実

行委員会、共催：建築研究所）を開催いたします。シンポジウムでは、英国で団地の再生

や都市の再生に取り組まれるイアン・カフーン氏（前リンカンシア･ハンバーサイド大学教

授）ビル･キャス氏（ハンバーサイド警察署建築指導官）をお招きしての講演のほか、小出

治氏（東京大学都市工学科教授）を始め、国内で防犯環境設計研究を先導する先生方によ

るパネルディスカッションを予定しています。 

わが国では人口減少と超高齢化が始まり、ストックの再生や活用を前提に、安全で安心

して暮らせるまちづくり、住環境づくりが求められています。都市や団地の再生において

も、フィジカルな環境整備だけでなく、生活の質や満足度を高めてゆく取り組みが必要に

なっています。このシンポジウムでは、現代都市の抱える問題を、コミュニティ・パート

ナーシップと質の高い都市デザインによって再生する視点を大切にし、日本の防犯まちづ

くりの文脈に照らしつつ、このような視点の認識と共有を目指すものです。 

なお、本シンポジウムは、建築ＣＰＤ（継続能力開発プログラム）にも認定されており

ます（午前２、午後３の計５単位）。皆様のご来場を心よりお待ち申し上げております。 

 

以上 
 

（内容の問合せ先） 
独立行政法人 建築研究所 
住宅・都市研究グループ 
樋野 公宏 
電話 029-864-6671  （直通） 
E-mail hino@kenken.go.jp 

 



「防犯まちづくりと団地再生」国際シンポジウム 
(社)都市住宅学会 防犯まちづくりシンポジウム実行委員会 

 
■背景と趣旨 

人口減少と超高齢化が始まり、ストックの再生や活用を前提に、安全で安心して暮らせるまちづくり、

住環境づくりが求められている。都市や団地の再生においても、フィジカルな環境整備だけでなく、生

活の質や満足度を高めてゆく取り組みが必要になっている。 

本シンポジウムでは、英国で団地の再生や都市の再生に取り組まれるイアン・カフーン氏（前リンカ

ンシア･ハンバーサイド大学教授）とビル･キャス氏（ハンバーサイド警察署建築指導官）をお招きして

の講演のほか、小出治氏（東京大学都市工学科教授）をはじめ、国内で防犯環境設計研究を先導する先

生方によるパネルディスカッションを行う。イアン・カフーン氏は、英国で団地の再生や都市の再生に

取り組み、1999 年に千葉大学客員教授を務められた経歴もある。近著『デザイン・アウト・クライム』

では、現代都市の抱える問題を、コミュニティ・パートナーシップと質の高い都市デザインに根ざして

再生することを提起されている。本シンポジウムは、日本の防犯まちづくりの文脈に照らしつつ、この

ような視点の認識と共有を目指すものである。 

 
■開催要領 

1）日時：2008 年 4 月 25 日（金曜日） 10：00 より 16：40 まで 

2）場所：住宅金融支援機構 すまい・るホール（水道橋） 

3）主催者等 

主催：(社)都市住宅学会 防犯まちづくりシンポジウム実行委員会 

共催：(独)建築研究所 

協賛：(独)都市再生機構、(財)住宅生産振興財団、(財)ベターリビング、(財)日本開発構想研究所 

後援：国土交通省（予定）、(独)住宅金融支援機構、(社)日本都市計画学会・都市防犯研究会、 

(財)都市計画協会 

4）定員：先着 200 名 

5）参加費：無料 

6）申し込み：Eメール又はファクスで（別紙を参照） 

 防犯まちづくりシンポジウム実行委員会 事務局 

 〒105-0001 港区虎ノ門 1-16-4 ｱｰﾊﾞﾝ虎ノ門 7Ｆ ㈶日本開発構想研究所内 

 E メールアドレス：kobata@ued.or.jp   FAX:03―3504-0752  

 （問い合わせ：電話 03-3504-1766、担当 小畑） 

7）その他：逐次通訳あり 

イアン・カフーン『デザイン・アウト・クライム』（邦訳版 2007.9 出版、鹿島出版会）を会場で販売 

 

■海外講演者 

1）イアン・カフーン：建築家・都市計画家、前リンカンシア･ハンバーサイド大学教授 

 元英国王立建築家協会（RIBA）副会長、元千葉大学客員教授 

2）ビル･キャス：（ハンバーサイド警察署建築指導官） 





「防犯まちづくりと団地再生」国際シンポジウム 

午前の部 
1 会あいさつ 村上周三（建築研究所理事長） 

日時：2008 年 4 月 25 日（金曜日） 10：00 より 16：40 まで 

 
■

0:00 開  
1
 

防犯まちづくりとパートナーシップ 小出 治（東京大学教授） 
0:10 

1
英国の防犯まちづくりにおける警察の役割 

イアン・カフーン 

（前リンカンシア･ハンバーサイド大学教授） 
0:20 

1
英国警察による建物防犯 

ビル･キャス 

（ハンバーサイド警察署建築指導官） 
0:30 

1  １）防犯優良マンション認定制度 
２）防犯まちづくりの現状と課題 

大泉誠司（ベターリビング） 
樋野公宏（建築研究所） 

1:30 
 
報告

12:0

 

■午後の部

3:30 主催者を代表して 高田光雄（京都大学教授） 

0 午前の部終了 

 
1
13:50 
 

デザイン・アウト・クライムと団地再生事例 イアン・カフーン 

14:50 （休憩）  
15:10 
 

パネルディスカッション Co. 小出 治 
小林秀樹（千葉大学教授） 
山本俊哉（明治大学准教授） 
小畑晴治（開発構想研究所理事） 

イアン・カフーン 
ビル･キャス 

16:40 午後の部終了 
 



申込用紙   （セミナー及び懇親会への参加申し込みにご利用ください。） 

 

「防犯まちづくりと団地再生」国際シンポジウム（4月 25 日）への参加を申し込みます。 

 ＦＡＸ ０３－３５０４－０７５２ 

 

ふりがな  
氏 名  

所属組織名  

部署名  

電話番号  
FAX 番号  
E メールアドレス  
懇親会の参加 
(どちらかに○) 

参加  ・  不参加 
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